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論 文 内 容 の 要 旨
本稿 は、幕末維新期 という近世 か ら近代へ の転形期 において、吉 田松陰(1830(天 保元)～1859(安
政6)年)が 、 この時代状況 をいか に認識 し、 さ らにはいかに思考 したか を明 らかにするこ とを目的 と
している。本稿 が松陰 を主題 として選 んだ理 由は、後 の明治維新 を主導 した長 州藩 における理論的先駆
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者で あったか らではない。彼の思想や行動が、 この転形期 を、彼 自身の意図を越 えて、極 めて鮮明 に表
現 して いるか らにほかな らない。
しば しば幕末維新 は 「復古」 と 「開化」の相克 として描かれ る。 しか し、松陰が 「自我作古」(我 れ よ
り古 を作す)を 標榜 したよ うに、幕末におけ る 「復古」は、一面で は決 して過 去の焼 き直 しで はなかっ
た。山鹿流兵学 師範吉 田家 を封襲 した松 陰が、 その家学の伝統 の重圧 を感 じっっ も、洋式兵学 と和 式兵
学 との間 にあ る絶対 的な較差 を前に して、「旧 に率 はん と欲せ ば則ち時に随はざる能 はず」(「漫筆一則」)
と伝統兵学か らの離脱 を模索 し始 め るに至ったよ うに、む しろみずか らの持っ 「伝統」や 「古典」 を最
大 限読み替 え抜 くことで、新 しい時代 を切 り開 こ うとしたのである。
19世 紀中葉におけ る新た な世界史的状況 に臨 み、松 陰が これをいか に把握 し、かつ その中にみずか ら




にすることを目的 とする。本来、この問題は 「対外観」ないしは 「対外認識」の問題 として論ぜられる
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ものであ るが、本稿で は一貫 して 「自他認識」 とい うことぼで表現す る。第1部 を始 めるにあた り、 こ
の 「対外観」 の問題 を、あ えて耳慣れ ぬ 「自他認識」 とい うことばで分析す る意味 を述べたのが本章で
ある。
すなわち、 それ まで単に 「夷狭」 あるいは 「異人」 としか認識 されなかった ものが、みずか らに対峙
す る具体 的な 「他者」 として認識 され るに至 るとき、 そ こには対象 としての 「夷狭」の変化ではな く、
む しろそれ を認識す る主体 の意識の変質 こそがあ る。本稿で は、幕末 維新期 における この 自他双方 に対
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する認識の転回を、同時に考察するために、他者認識の意味合いが強い 「対外観」の語を避 け、 自他認
識の語をもって考察するのである。
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第1部 で はまず西洋 とい う新 たな他者 の認識が いか に転回 したかを、松 陰の思想形成 の展 開 とともに
考察 し(第2章 ～3章)、 っぎにアジアにっいて、松 陰の 「雄略論」に関 わ る個別問題 として論 じる(第
5章)。
第2章 「西洋」 と 「日本」の発見
本章で は、安政期 以前 の吉田松陰 にお ける三つ の側面での転 回を、その思想展開 とあわせ て明 らか に
する ことを目的 とす る。 この三つの転 回 とは、
1松 陰の他者認識(「 国際社会」認識)の 転回
2自 己認識 の転 回(ネ イシ ョンの 自覚)
3兵 学 にお ける転回
で ある。前二者 は松 陰における自他認識 に関す る基本 的な視座 として位置づ けられ る。一方、第三 は兵
学者た る松 陰 自身の自己意識一 自分 がなにを ・どの ように守 らねばな らぬ のか一 に深 くかか わるも
ので あ り、 これ こそが松陰 におけ る自己お よび他者 に対す る認識 を架橋 させ るもの にほか な らなか っ
た。以下、時系列 的に この転 回 を略説 す る。
1長 州藩兵学師範期 この時期 の松陰 は、 アヘ ン戦争 以後 の 「異賊共取囲」む 「我が神州」 とい う
国際的状況 を知識 として は知 りなが らも、 日本全体 を防衛 す る意識 を有す るこ とはなかった。松陰の意
識 はあ くまで防長二 国 とい う部分 を出る ことはな く、 「我が 国砲術 の精確 な る事遠 く西 洋夷 に勝 り候 」
(「水 陸戦略」)と言 うよ うに自らの兵学 に絶大 な信頼 を寄せ ていた。だが この信頼 は崩壊 の時 を迎 える。
彼 は 「西夷銃砲」 の威力 を知 るので ある。
2西 遊期(平 戸 ・長崎留学)こ の西遊 において松陰 は、蘭船 に乗船 しその大 きさを知 り、 また多 く
の海外事情書 をに読んだ。その中で もっ とも彼 に影響 を与 えた のが アヘ ン戦争 の実態 清国の徹底 的
な敗北一 を赤裸々 に描 いた魏源 『聖武記附録』であった。
松 陰は 『聖武記 附録』中の 「徒 に中華を修 張す るを知 り、未だ簑海の大な るを観ず」を 「佳語」 とし、
「夫れ外夷 を制駅 する者 は
、必 ず先ず夷情 を洞ふ」べ きだ とす る意見 に賛同 してい る。 そこには、 もは
や 「外夷」 を単 なる異物 としてではな く、一箇 の脅威 として一 自らに対峙 す る他者 として一 見徹 す
態度 が生 まれていたの である。
平戸 において松陰 は、明確 な脅威 としての 「西洋」 とい う他 者 を認識 し始 めた ものの、脅か され る自
己(=守 るべ き自己)に ついて認識す るには一 ネイシ ョン としての 「日本」 を自覚す るには一 まだ
時間が必要 であった。
3水 戸遊学期 水戸で会沢正志斎 と交わった松 陰は 「身皇国 に生 まれて、皇国の皇国た る所 以を知
らざれば、何 を以てか天地 に立たん」(「来原良三 に復 す る書」)と いう強い 自負 を得 た。 この 「皇 国の皇
国た る所以」 とい う観念 こそ松 陰に 「ネイ シ ョン としての 自己意識」(=「 日本」の 自覚)を 与 えた もの
一82一
で ある。そ して 「日本歴史」を耽読 した松陰 は、兵学者 としての 自らの存在意義 を 「長州藩」 を越 えた
「皇国」 を守 る点 に求 めるに至 ったので ある。 ここに封建 的分邦 に生 まれ育 った長州藩兵学 師範吉田大
次郎個人の 自己意識 の拡大(藩 国家 か ら日本国家へ)を 見 出す こ とが出来 よう。
4ペ リー艦隊来航以後 ペ リー艦隊 の来航 とい う現実 の脅威 に臨み、松陰 は藩主 に 「将及私言」 を
上書 してい る。 そ こで は西洋兵学 の全面 的な導入 と挙 国一致 による国防体制 の確立が高 らかに謳 われて
お り、封建 的分邦 の意識 はもはや 姿を消 してい る。松 陰に とって西洋諸 国家 は、 もはや排 除 され るべ き
異物で はな く、 自らに対峙す る他者 として、対等 に認識 され る存在 とな っていた。 この諸 国家 との対等
の観念 こそ、松 陰を当時の擁夷論 の大勢か ら大 き く異な らしめて いるものであった。
松陰は、 まず平戸 において他者(=西 洋)の 存在 を認識 し、 そ して水戸 において 「ネイシ ョン として
の 自己意識」 を もた らす観念 に触 れた。 この 自己 と他者 とに対す る認識 が二つ なが ら相俊 って諸 国家間
の対等 とい う観念へ と松 陰 を導 いたので あ り、 そこには 「彼 を知 り己を知 る」兵学的思考 が、西洋 に対
す る知識 と日本 に対す る意識 とを架橋す るもの として強 く作用 していた と結論す るものであ る。
第3章 松 陰と白旗
前章では、松 陰における 「西洋」 と 「日本」の発見の過程 を、彼の思想形成 に沿 って時系列的に明 ら
か に した。本章 は、松陰 にお ける国際社会認識の具体像 を、非交戦の意志を表 明す る信号旗 であ る 「白
旗」 とい う 「西洋の法」を松 陰が どのよ うに認識 していたか を明 らかにす ることで、描 き出そ うとす る
ものであ る。
兵学 師範時代 には、 白旗 は 「外夷 の法」であ り、 これを 「遵守す る」 ことを 「人 に致 さるるに近」い
と断 じていた松陰 は、 この 「外夷 の法」 をそれ ゆえに拒否 するので はな く、 む しろそれ を 「国際社会」
において必要 な限 りで承認 す るに至 った ので ある。 この ような松陰の思想 的転 回は、貿易す らも許容す
る態度 へ とつ なが っていったのであった。
第4章 「国際社会」への編入 ・参加 と 「華夷秩序」 の読み替え
本章 は、「国際社会 」の法 を必要な限 りで承認す るに至った松 陰における 「国際社会」認識 の論理 につ
いて明 らかにするこ とを目的 とす る。具体的 には 「万 国公法」受容以前 の幕末 日本 において、華夷意識
に基づ く自民族 中心的な 自他認識 をいか に乗 り越 え、「国際社会」に対 してみずか らを開 き、また同時 に
みずか らの全体性 を形成 しようとする試みがな されたかを、安政期の松 陰を中心 として考 察す る。
近藤 重蔵編 の外交文書集 であ る 『外蕃通書』 を詳細 に検討 し、外交文書 の正 しい書式 にを追究 した松
陰 は、国際秩序 を 「帝国一王国一辺境」 というヒエ ラル ヒーで とらえるに至 った。 しか し、 この ヒエラ
ル ヒーにおける帝国 は、かつての 「中華」の よ うに、唯一 の存在で はな く、 日本 と同様 に独立国である
諸国家に対 して与 え られ るステイ タスにほかな らなかった。
松 陰は、みずか ら有す る既存 の思想体系の中 にあった 「帝国一王国一辺境」 とい う国際関係概念 に加
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え、 「敵体」・「敵国」(匹 敵=対 等 国)と い う儒学的概念 を 〈諸〉帝国間の 「敵体」 とい う形 に読 み替 え
ることで、現前す る 「国際社会」 を理解 したのであ る。か くして 日本型華夷意識 は、 この ような 「読み
替 え」を経 るこ とに よって変容せ られ 「国際社会」への編入 に対す る準備 となった。 また松 陰の 「帝国」
概念 は、対外 的な独立 を確保 す る論理で あったの と同時に、天皇(=皇 帝)を 元首 とした 日本 の新 しい
国家像 を形成 する出発点 となったので ある。
一83一
第5章 吉 田松陰 とアジア 「雄 略」論 の展開
本章 は、 日本 とい う 「自己」 を包摂す る と同時に、 また一箇の 「他者 」で もあった、 いわ ば矛盾 した
存在 としてのアジアに対す る認識が、松 陰 に とっていかなるもので あったのかを論 じるものであ る。
松 陰におけるアジア認識 を論 じる とき、必 ず主題 となる一つの こ とばが 「侵略主義」であ ろう。松 陰
が 「雄略」 と呼ぶ、海外への領土拡張の主張が、 日本帝国主義 によるアジア侵略が国策であ った敗戦前
に、高 い評価 を受 けていた事実 は改めて繰 り返 すまで もない。戦 前 において、松陰の 「雄 略論」 を排外
的膨張主義 と規定 し、 日本帝国主義 に対 す る批判 に代 えた人物が、H・ ノーマ ンであった。
「四夷 を慢服」す る 「雄 略」を 「皇 国の皇 国たる所以」 と見徹 していた松 陰は、アジ アに対す る軍事 的
侵略(「 慢服雄 略」)を 積極 的に肯定 していた。 その意味で、松 陰を侵略主義者で ある と指摘 す ることは
正 しい。 しか し、その 「侵略」の対象 は、カムチ ャッカやオース トラ リアの ような、い まだ 「無主 の地」
である 「辺境」だ ったのであ り、それ は 「承認 され るこ とのない主権」(PeterJ.Taylor,1989)を 犯 し
ている限 りで、みずか らの主権の領域 を画定 す る近代国家の当然 の権利 で もあった(た だ しこのよ うな
解釈 にはずれ るのが朝鮮 「王国」の問題 であった)。
だが、 この ような軍事的膨張論 は、1858(安 政5)年 以降、 より平和 的な交易 を中心 とした 「航海雄
略」へ と転回 してい く。 そもそも松 陰の 「憬服雄略」 とい う 「皇 国の皇国 たる所以」 とは 「日本が 日本
として独立す るである方法」であった。 それ ゆえ、松陰はみずか らの軍事的 プレゼ ンスを積極的 に確立
す る必要があったのだが、1856(安 政3)年8月 の 「転 回」(第2部 第3章)に よ り、天皇 の存在 その も
の を 「皇国の皇 国た る所以」すなわち 「日本が 日本 と して独立 している理 由」 と考 え るに至 って、 その
よ うな積極 的軍事力 の行使の傾 向は消 えていったので あった。 ここにおいて、 アジアは、貧欲 に境界 を




その最初期においては、「我が国砲術の精確なる事遠 く西洋夷に勝 り候」(「水陸戦略」)と 、無批判に
みずか らの優越性を認める自民族中心主義的思考を示 していた松陰が、自己一他者に対する認識の転回
により、世界の中の日本 というあらたな自己像を確立するに至ったことを、第1部 で明 らかにした。引
き続 き第2部 では、このような松陰の自他認識を支えた思想的背景について、松陰の著作を、作品論的
にではな く、その瞬間その瞬間における彼の思想的表明 として把握 し、彼の思想的転回の軌跡を追 うこ
とで明 らかにしてい くことを目的 とするものである。
第2章 『新論』受容の諸相 その公 刊以前 を中心 に
本章 において は、幕末維新期 における思想状況を、「志士のバイブル」ともいわれていた会沢正志斎の
『新論』受容の諸相 を通 して確認 してい く
。
今 日、われ われ は、『新論』を、後期水 戸学 を代表す る国体論の著作 として理解 してい るが、その公刊
以前 において は、必ず しも国体論の書 として受容 されて いたので はなかった。長州藩の天保改革 を主導
した村 田清風が筆写 した 「国体篇」 「長計篇」 を含 まない写本の存在 は、 『新論』が国体論 としてで はな
く兵学書 として受容 されていた こ とを意味する もので ある。
また 『新論』の国体論 を受容す るものたち も、それ を全面的 に受容 したわけで はなかった。 とりわけ、
公刊以前の版 本の一 つであ る 『雄飛論 』(書 下 し)で は、 「神州」 とい う儒学的 な日本 の 自称 を 「本編 に
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神州 と有を、今改 て皇国 と為 す」 と、国学的 なそれに改めているので ある。 この ことか らも、『新論』が
全的 に受容 されたので はなかった ことがわか る。
また 『新論』の古い地理認識 は、『新論』支持者 にとって も不満 とす る ところで あった。 しか し会沢 に
とって、新興国アメ リカの存在 を認 め ることは、『新論』的世界観 の破 綻 を意 味するもので あった。 なぜ
な ら、会沢が 「神州 は東方 に位 し、朝 陽に向ふ」 と日本 の尊貴性 を主張 したのは、儒学経典であ る 『易
経』 に基 づ くその東方性(「 帝出乎震」)と 、極西た るアメ リカの未開性 に求めていたか らであ る。地球
が丸い以上、本来的 には極東 ・極西 の区別 はないはずであ るが、会沢 は文不文 とい う事実 を推 して 日本
の東方性=「 東方君子国」性を主 張できたので あって、新興 国アメ リカの存在 はその前提 を否定 す るも
のであった。
しか しこの ことは一方で、万邦無比 たる日本国体 の理論 的根拠 を、万世一系や君 臣一体 といったみず
か らの論理 にのみ求 めざるを得 な くな り、近世儒学 と りわけ近世国体 論において なされていた原理 とし
ての儒学経典 による自己検証 とい う反省的契機 す らも喪失 させて い くこ ととなった。 しば しば指摘 され
る近代 国体論 の 「魔術的な力」(丸 山真男氏)は 、まさに このみずか らの論理 によってみずか らを、そ し
て世界 まで も語 る という自家撞着 的な独善性 に由来 していたので あ り、 まさに 『新論』の国体論 は、 そ
の儒学性 を喪失 させ るこ とに よって、近代国体論のイデオロギー とな りえたので ある。
第3章 吉田松陰における思想上の 「転回」 水戸 学から国学へ
松 陰は水戸で会沢正 志斎 に会 い、統一国家(皇 国)と しての 日本 の観念 を教 えられたが、松陰が いつ
まで水戸学の影響下 にあったにっ いて は、いまだ論議 のあ るところで ある。本章 は、彼 の思想が1856(安
政3)年8月 の 「転回」 を経 たのち、水戸学 か ら国学へ大 き くシ フ トした ことを明 らかに した もので あ
る。 これは次の二つの点か ら論証す るこ とがで きた。
1)松 陰の読書 ノー トである 『野山獄読書 記』 の分析か ら、松陰の読書傾 向が水戸学の著作か ら国学
の著作へ移行 した点。
2)「 転回」後、松 陰は会沢の下で学 ぶために水戸 に留学 していた友人赤川淡水 に宛 てて、水戸学的な
尊王敬幕 を主 張す る淡水 を真の尊王家 ではない として糾弾 していた点。
水戸学 は日本の存在理 由を儒学(と りわけ 「君 臣父子の大倫 の正 しき」 こと)に 基づ いていた。 しか
しそれで は、 よ り 「大倫 の正 しき」国が現 れた ときは、 日本 の存在理 由は相対化 されて しまう。 それゆ
え 「転 回」 を経た松 陰は、 日本固有の天皇の存在 自体 に基づいていた国学の主張 を受 け入 れてみずか ら
の活動 を展開 させ ていったので ある。
第4章 論争の書 としての 『講孟余話』 一 吉田松 陰 と山県太華、論争の一年有半
前章で は、松陰の尊王論 の基盤が、水戸学 か ら国学へ とシフ トした ことを明 らか にした。 日本独立の
根拠 をその固有性 として の天皇 に求めた松 陰は、みずか らの尊擁論 を転回 させ、あ らたな 日本の 自己意
識 を獲得 す るに至 った。松 陰に とって この 自己 は、 「国際社会」 におけ る諸 国家 と対等 な独 立存在 であ
り、天皇 は内外におけ る日本の主体性 を表現 する 「元首」 にほかな らなか った。 この 「転 回」以前 にも
見 ることので きた固有性へ の傾 向 を、松陰 はいかに して発見 したのであろ うか。 それ は、『講孟余 話』を
め ぐる朱子学者 山県太華 との一年有半 にわた る論争の過程 において見 出された ものであった。本章 は、
この 『講孟 余話』 をめ ぐる論争の基礎 的考察 である。
奈良本辰 也氏を始 め とした先行研究 において、 この太華の 「講孟勧記評語」は、『講孟余話』完成後 に
著 された と考 えられてきた。 しか し、本章で 明 らか に した ように、松 陰はまず 『余話』 の 「縢文公篇」
一85一
まで を送 り、 それに対 し太華が評語 を返 した ことか ら、松陰 と太華 の論争が始 まったので ある。 そ して
その後の数次 にわた る 『余話』 と 「評語」の往復 の結果、『余話』 は完成 したのであ り、その意味で 『余
話』 を完結 した体 系的著作 と見倣す ことは適 当で はない。
『余話』を論争の過程 として見た とき、松陰の思想 の深化 が、実 に太華 の評語 による反駁 の結果 もた ら
された こ とがわか る。 た とえば、 「天 日の嗣永 く天上 と無窮な るもの」(「梁恵王下八」)な どとい う、松
陰の極 めて水戸学 的な天皇観の表明に対 し、「天 日 とは太 陽をいへ るにや…極 めて大怪事 な り」と太華が
論難 した ことで、松 陰は 「天子 は誠 の雲上人 にて、人間の種 にはあ らぬ如 く心得 るは、古道曾て然 るに
非ず」(「万章篇下二」)とい うように、かつて主張 していた現人神天皇観 をみずか ら否定 したのであった。
この ような太華 の影響 を考慮 に入れなかったか らこそ、先行研 究は矛盾 した 『講孟 余話』 の叙述 を解釈
で きなか った ので あ る(た だ しこの ような天皇観 は再 び転 回す る。次章参照)。 本稿 が提示 した視座 は
『余話』お よび松 陰研究 の新たな指標 となろ う。
第5章 吉 田松陰 の神勅観一 「教」か ら 「理」へ、そ して 「信」へ
松 陰は、 「皇 国の道悉 く神代 に原つ く。則 ち此の巻 〔『日本書紀』神代巻〕 は臣子 の宜 し く信奉すべ き
所 な り」(「講孟筍記評語の反評 」)と い うよ うに、 日本神話 一一 と りわけ 「天壌無 窮の神勅」へ の 「信 」
を強 く主張 していた。 しか し、 この ような 「神勅」への 「信」 は、生来 の ものではなかった。む しろ、
兵学 師範時代 の松陰 は、宗教を人心掌握 の手段=「 教」 として とらえていた。 そこには、治者意識か ら
来 る抜 きがた い愚民観が あった。 この 「教」 としての宗教観 は、 「祭 は以て政 とな り、政 は以て教 とな
る」 ことを主張す る水戸学 と交 わ ることで、一層強 くなっていった。
だが、脱藩 ・密航 を経て萩野 山獄 に投ぜ られ るに至って、 みずか ら 「世の棄物」 と呼ぶ ような存在 に
なった とき、松陰 の愚民観は後退 して いった。 それ は、 ペ リー艦隊密航の罪で江戸 に送致 された際の駕
籠 を昇 く被差別民 の青年たち との実際 の交わ りな ども影響 していたで あろう。か くして、「教 」としての
宗教 は しりぞ き、 かわ りに松陰 に とって は、宗教 を きわめて合理 的に理解す る態度 のみが残 る こと と
なった。
か くして 「天壌無窮の神勅」 を 「異端怪誕」 と見徹 し、超越 的な存在 を不可知 な るもの ととらえるこ
とに よって、合理 的 な神観念 を主張 す るに至 った松 陰 は、宗教 を もはや 「教」 としてで はな く、 ただ
「理」 の うちに とらえるようになったのであ る。 しか し、 このよ うな合理的態度 とりわけ 「神勅」に対
す る態度 は、やがて本章 冒頭で見 た ように、「論ず るは則 ち可な らず。疑 ふは尤 も可な らず」とい う絶 対
的な 「信」へ と大 きく転 回 してい くのであ る。 この、「転回」を導いたのが本居宣長 の 『直昆霊』であった。
『直昆霊』 は、 「皇国」 の存在理 由を普遍 的な 「道」や 「徳」 に基づ くこ とを拒否 する。 なぜ な らば、
このよ うな普遍的規準で 「皇国」 の存在理由 を説 いた場合、 日本天皇が 「不徳」 な場合、 あるい はそれ
よりも 「有徳」な人間が登場 した場合、 「皇国」は 「皇国」で ある根拠 を失 う可能性 を有 してい る。その
意味で 「万世一系」は、単 に これ まで そうであった とい う単 なる事実であって、 これ以後 もそうであ る
ことを何 ら保 証す るものではなか った。 まさに宣長 は この事態 に危機 感 を抱 いていたので あ り、それゆ
え 「有徳者為君」説 を否定 し、絶対 的でそれ以上因果 を遡及で きない 「神勅」 に、 「皇国 の皇 国た る所
以」 を見出 したのであ る。1856(安 政3)年8月 の 「転 回」 によ り、みずか らの尊王論の基盤 を水戸学
か ら国学へ と大 き く転 回 させた松陰が宣長 に強 く共感 した点 はここにあった。
松陰 に とって、「日本 は未 だ亡 びず、日本未だ亡び ざれば正気重 ねて発生 の時 は必ずあ る」(「堀江克之
助宛」1859(安 政6)年10月lI日)こ とを保証 する 「神勅」が真実 であ ると信 じる ことは、みずか らの
尊擁運動の成就 を信 じることで あった。すなわち 「天壌無窮の神勅 」 は 「皇 国」た る日本が、未来永劫
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独立不羅であ りつづ ける 「神聖な約束」 にほか な らない と、松 陰には考 えられたのである。
松陰 に とって 「皇国の皇国た る所 以」の模索 は、その生涯のテーマであった。かつてそれは 「聖天子」
による 「四夷慢服」で あ り、 さらには万世一系 ・君臣一体 に求 め られていた。 しか し 「転回」 を経た松
陰 は、「君 臣の義、講ぜ ざるこ と六百余年、近時 に至 りて、華夷 の弁 を合せて又之れ を失ふ」(「松下村塾
記」)と 主 張す るに至 った。それは松 陰に、武家の レジーム(君 臣の義)お よび西洋列強 の存在(華 夷の
弁)と い う国内外 の現実 を強 く認識 させ、新 たなる 「皇国の皇 国たる所以」 を模 索す ることを求 めたの
であ った。 そ して、その彷径 の末 に見 出されたのが、「天壌無窮の神勅」への 「信」だったので ある。主
体的な尊王主義者 一 それが、松 陰が最終 的にた ど り着 いた立場で あった。
第6章 幕末 にお ける普遍 と固有
松 陰に とって、「天壌無窮 の神勅」は、日本 の独立 とみずか らの尊擁運動の成就 を保証す る 「神聖な約
束」であった。 しか し松 陰は、それが あ くまで も 「万 国皆 同 じ」 な 「鴻荒の怪異」で ある ことを忘れ る
こ とはなか った。すなわち、 「神勅」 は 「皇国」固有の 「神聖 な約束」であ って、 「万国」 にお ける普遍
的な 「約束」で はなか った。松 陰に とって この日本の固有性が、 いか に位置づ けられて いたのか を、本
章では松陰 と太華 との論争 を中心 に明 らか に した。
松 陰は、 日本の固有性(「 皇 国の体」)を 主張す るの と同時に、世界 にお ける普遍(「 五大州公共の道 」)
の存在 を認 める点で、矛盾 した思考様式 を成 してい る。 この矛盾 を含んだ松 陰の固有主義 に比べれば、
確 かに 日本 の固有性 を特殊性 に解消 す る太華の徹底 した普遍主義(「 天地問一理」)は 、合理的 な妥当性
を有 して いた とい えよう。 しか し、 はた して太華 の普遍主義 は、現前す る諸 国家 の相違 を乗 り越 えうる
ものであったか については、疑問 を呈せ ざるを得 ない。太華 の 「天地間一理」 とは、 あ くまで形而 上学
的な 「理」に基づ く抽象的普遍で あって、「天下」におけ る具体的問題 に対応 しうるもので はなか ったの
ではないだ ろ うか。
松陰 は、 日本 の固有性(「 皇国の体」)を 主張す る一方で、 その固有性 を単に 日本 のみだ けで はな く、
世界万国相互 に認め、 その相互承認 にも とついて、世界 における普遍(「 五大州公共 の道」)が かたちつ
くられ る と考 えていたのであ り、 この点 にこそ明治国家 において喧伝 された 「金甑無欠」の 「国体 」 と
は異 なった、松陰 におけ る日本 の固有性の模索の意義が あった のだ と言 えよう。
結論
幕末維新期 は、19世 紀 中葉 の世界の地球規模化 とい う世界史的状況 に臨んだ人々が、現前す る西洋 を
他者 として認識 し、 またそれ とは位相の異な る他者 としてアジァを認識 し、 さらには自己 として 日本 を
認識す る自他認識 の転 回過程で もあった。 この点 で、吉 田松陰のペ リー艦 隊密航 とその投獄 とは、鎖 国
の終焉 を象徴 す る事件 であった と言 えよう。松 陰の行動 は、当時の人々に 「寸板海 に下す」 ことを知 ら
しめたので ある。
「航海雄 略」のよ うな主張 自体 は、当時の知識人 において必ず しもめず らしい もので はない。 しか し松
陰 においては、 その 「雄略」の主体 が、天皇 に求 め られた とい う ところに特筆すべ き点があった。松陰
は、「皇国の皇国た る所以」を天皇の存在 、さらには 「天壌無窮の神勅 」とい う日本の固有性 に求め るこ
とによって、 日本 が 日本 として独立す ることを根拠づ けたので あ り、 また 「敵体」・「敵国」 とい う儒学
的概念 を読み替 え ることで、天皇 を対内 ・対外双方 の主権が収敏す る 「元首」 と位置づ け、国内外 にお
ける政治主体 の問題 を解消 し、 日本 を名実 ともに 「帝国」=独 立国た らしむるこ とを目指 したのだ と結
論す るものであ る。
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補論 吉田松 陰における 「忠誠」 の転回一 幕末維新期 における 「家国」秩 序の超克
本 稿 は、藩主 か ら天皇への 「忠誠」 の移行、 あるいは封建 的分邦 としての藩国家 か ら近代的統一態 と
しての 日本 国家へ の 「忠誠」の移行 の軌跡が、直線 的に近代 的思考 によって導かれ たので はな く、 まず
藩 と家臣団に よって歴史的 に構成 されて いる 「家国」秩序 を、主君へ に対す る 「忠誠」 によって うち崩
す ことによる近世封建倫理の乗 り越 えによって初 めてなされ たこ とを、松 陰の 「忠誠」運動の転回か ら
明 らかに した。長州藩兵学師範 であった松陰 は、脱藩や投獄 に よ り社会外存在 とな り、「世 の棄物」と自
称す るに至 る。 しか しその中にあって、主君へのひたす らな 「忠」 をもって、既存 の社会関係 を越 えた
新たな関係 を構築 したのであ り、 「藩主の上意の下におけ る 「有司」グルー プ」(井 上勝生氏)の 形成 は、
まさし く松 陰の主張す る藩主 の絶対化路線 の上にあった と言 えよ う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、執 筆の 目的を記 した 「序」 と、本論 にあた る第1部 ・第2部 、 そ して補論か ら構成 され る。
「序」では本論文が、幕末維新期 とい う近世か ら近代への転換期 において、吉 田松陰が この時代状況 を
いか に認識 し、 そのなかに自身 をいか に位置づ け、 どの よ うに思考 したかを解明す ることを 目的 とす る
もので ある、 と述 べ る。
第1部 「幕末維新期 における 「国際社会」認識 の展開」では、 まず第1章 「はじめに」において、第
1部 が19世 紀中葉 の世界史的状況の中で、吉 田松陰 にお ける 「国際社会」認識の転回を明 らか にす るこ
とを目的 とす る、 と記 す。
第2章 「「西洋」 と 「日本」の発見」で は、安政 期以前 の吉 田松陰 における三つの側面で の転回(他 者
認識 の転回、 自己認識 の転回、兵学 における転回)を 、 その思想展開 と関係づ けなが ら明 らか に しよう
とす る。松 陰は、 まず平戸 において他者(=西 洋)の 存在 を認識 し、水戸 において 「ネイシ ョン として
の自己意識 」を もた らす観念 に触 れた。 この自己 と他者 とに対 す る認識が、二っなが ら相倹 って諸国家
間の対等 とい う観念へ と松陰 を導いたので あ り、 そこには 「彼 を知 り己を知 る」兵学 的思考が、西洋 に
対す る知識 と日本 に対す る意識 とを架橋す る もの として強 く作用 して いた と結論 づけ る。
第3章 「松 陰 と白旗」で は、松 陰における国際社会認識 の具体像 を、非交戦 の意志 を表明す る信号旗
で ある 「白旗」 とい う 「西洋の法」 を松陰が どの ように認識 していたか を明 らかにする ことで、描 き出
そ うとす る。兵学 師範時代 には 白旗 を 「外夷の法」であ るとし、 その遵守 を拒んでいた松陰 は、やがて
それ を 「国際社会」 にお いて必要 な限 りにおいて承認 す るに至 る。 この ような松 陰の思想的転回が、 対
外貿易す ら許容 す る態度へ とっなが って いった とす る。
第4章 「「国際社会」への編 入 ・参加 と 「華夷秩序」 の読 み替 え」で は、 「万 国公法」受容以前の幕末
日本 において、華夷意識 に基 づ く自民族中心主義 を乗 り越 えて国際社会 に対 してみずか らを開 き、 また
同時 にみずか らの全体性 を形成 しよ うとす る試 みがいか に して なされたかを、安政期の松陰を中心 とし
て考 察す る。松陰 は、「帝国一王国一辺境」とい う国際関係概念 を構築 する ことに加 え、「敵体」・「敵 国」(匹
敵=対 等 国)と い う儒学的概念 を 〈諸〉帝国間の 「敵体」 とい う形 に読み替 え ることで、当時の国際秩
序を理解 した ことを指摘す る。
第5章 「吉 田松陰 とアジア 「雄 略」論 の展開」では、 日本 とい う 「自己」を包摂す る と同時 に、
また一箇 の 「他者」で もあった、矛盾 した存在 としてのアジアに対す る認識が、松陰 に とっていか なる
ものであったのか を論 じる。松陰が積極 的 に肯定 していた侵略の対象が、 もっぱ らカムチ ャッカやオ ー
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ス トラリアの ような 「無主の地 」であった こと、そ うした軍事的膨張論 は、1858年 以降、 よ り平和 的な
交易 を中心 とした 「航海雄略」へ と転 回 して い くこ とを指摘 する。
第2部 「吉田松陰 における思想形成 とその構造」で は、 まず第1章 「はじめに」 において、第1部 で
明 らか にした松陰 の自他認識 を支えた思想的背景を、第2部 で は、彼 の思想 的転回の軌跡 を追 うことで
解明 してい くことを目的 とす る、 と述べ る。
第2章 「『新論』 受容 の諸相 一 その公 刊以前 を中心 に」にお いて は、幕末維 新期 にお ける思想状況
を、「志士 のバイ ブル」ともいわれていた会沢正志斎の 『新論』受容の諸相 を通 して確認 してい く。今 日
後期水 戸学 を代表す る国体論 の著作 として理解 されてい る 『新論』が、当初 は兵学書 として受容 されて
いた時期 があった こ と、『新論』の国体論 は、その儒学性 を喪失 させ ることによって はじめて近代 国体論
のイデオロギー とな りえた ことな ど、 い くっかの重要 な指摘がな されてい る。
第3章 「吉田松 陰におけ る思想上の 「転回」 水戸学 か ら国学へ」で は、松陰がいつ まで水戸学 の
影響下 にあったか というい まだに論議 の別れ る問題 にっ いて、彼の思想 が1856年8月 の 「転 回」 を経て
水戸学 か ら国学へ大 き くシ フ トした ことを、松陰の読書 ノー トで ある 『野 山獄読書記』 を分析 す ること
によって明 らか に しようとす る。松陰の思想 に占め る国学の重要性 を指摘 した、研 究史上特筆 さるべ き
論考であ る。
第4章 「論争の書 としての 『講孟余話』 吉田松 陰 と山県太華、論争 の一・年有半」は、松 陰の著作
であ る 『講孟余話』の成立 について、新説 を提示す る。奈良本辰 也氏を始 め とす る先行研究 において は、
山県太華 の 「講孟 筍記評語」 は 『講孟余話』完成後 に著 された と考え られてきた。 しか し、松 陰はまず
『余話』 の 「縢文公篇」 までを送 り、 それ に対 し太華が 「評語」 を返 した ことか ら松陰 と太華 の論争が
始 ま り、その後 の数次 にわた る 『余 話』 と 「評語」の往復 の結果、『余話』は完成 した とす る。 その意味
で 『余話』 を完結 した体 系的著作 と見徹す こ とは適 当で はない と述 べ る。
第5章 「吉田松 陰の神勅観一 「教」か ら 「理」へ、 そ して 「信」へ」で は、 まず野 山獄体験 を経て
「天壌無窮の神勅 」 を 「異端怪誕」 と見徹 し、合理 的な神観念 を主張 す るに至 った松 陰が、宗教 を もは
や 「教」 としてで はな くただ 「理」の うちに とらえ るよ うになった ことを指摘す る。 しか し、 そ うした
「神勅」に対す る合理的態度 は、やがて それ に対す る絶対 的な 「信 」へ と大 き く転 回 してい く。 その際、
この 「転回」 を導いた ものが本居宣長 の 『直 昆霊』で あった とす る。
第6章 「幕末にお ける普遍 と固有」は、松 陰に とって、「天壌無窮 の神勅」は日本 の独立 とみずか らの
尊擁運動の成就 を保証 する神聖 な約束であったが、 日本以外の万国 もまたそう した固有性 を有 していた
と松 陰が考 えていた こ とを、山県太華 との論争 を分析 す るこ とに よって明 らか に しよう とす る。松 陰
は、 日本の固有性(「 皇国 の体」)を 主 張す ると同時 に、世界 におけ る普遍(「 五大 州公共 の道」)の 存在
を認 め る点で、矛盾 した思考様 式 を有 してい る。 この矛盾 を含 んだ松 陰の固有主義 に比べ れぼ、太華の
徹底 した普遍主義は、合理 的な妥当性 を有 していたが、 それ はあ くまで形而上学的な 「理」 に基づ く抽
象 的普遍であって、 「天下」 にお ける具体 的問題 に対応 しうるものではなか った と論ず る。
補論 「吉田松 陰における 「忠誠 」の転 回一 幕末維新期 におけ る 「家国」秩序 の超克」 は、封建的分
邦 としての藩国家 か ら近代的統 一態 としての 日本国家への 「忠誠」対象 の移行 が直線 的に進行 したので
はな く、 「家国」秩 序 を主君 に対 す る 「忠誠」 によって うち崩す ことで初 めて実現 した こ とを、松 陰の
「忠誠」運動の転 回か ら明 らか に しよう とす る。従来の研 究においては、幕末維新期 における 「志士」
の忠誠の対象が、 「藩国家」か ら天皇や 「日本」へ とス トレー トに転換 してい くとされていたが、松 陰を
素材 として、その中間に封建倫 理 に基 づ く藩主 の絶対化 とい う過程が介在 した ことは明 らか に し、当該
期 の志士たちの思想形成把握 にまった く新 たな視点 を導入す ることに成功 してい る。
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本論文を貫 く問題意識は明確であ り、関係史料の博捜 とその丹念な読みに基づ く論証 は重厚かつ明晰
である。また吉田松陰という膨大な研究史をもつ著名な人物を対象 としなが らも、松陰における 「日本」
の自覚が、これまでいわれているように後期水戸学ではな く国学の影響によるものであるという指摘を
はじめ、『講孟余話』の成立をめ ぐる独 自の見解など、本論文は随所において従来の定説 ・通説を覆す新
知見を提示している。本論文が斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑いない。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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